
1

漢
文
訓
読
の
初
期
条
件
（
初
稿
）　
〔
下
〕　　
　

古
田
島
洋
介
＊
日
本
文
化
学
科　

教
授　

日
中
比
較
文
学

　
　
　

韓か
ん

・
魏ぎ

能よ

く
我わ
れ

を
奈い
か
ん何
せ
ん
？

　

１７３
其レ

若
巴

文
・
武ヲ
蚤

何　
セ
ン

？
（『
左
伝
』
僖
公
二
十
四
年
）　

＊「
若
何
」
の
分
離

　
　
　

其そ

れ
文ぶ
ん

・
武ぶ

を
若い
か
ん何

せ
ん
？

　

１７４
虞ヤ

兮
虞ヤ

兮
奈
覗

若ヲ

何　
セ
ン

？
（『
史
記
』
項
羽
本
紀
）　

＊「
奈
何
」
の
分
離

　
　
　

虞ぐ

や
虞ぐ

や
若な
ん
ぢを
奈い
か
ん何
せ
ん
？

　

１７５
如
巴

此ノ

良
夜ヲ
蚤

何　
セ
ン

？
（〔
宋
〕
蘇
軾
「
後
赤
壁
賦
」）　

＊「
如
何
」
の
分
離

　
　
　

此こ

の
良り
や

夜う
や

を
如い
か
ん何
せ
ん
？

　

右
の
う
ち
、
最
も
有
名
な
の
は
〔
秦
・
楚
〕
項
羽
が
愛
姫
の
虞
美
人
を
歌
っ
た
１７４

で
し
ょ
う
が
、
そ
の
直
前
に
愛
馬
の
騅す
い

に
つ
い
て
詠
ん
だ
一
句
「
騅ノ

不ル
覗

逝カ

兮
可キ
巴

奈

何ス
蚤

」（
騅
の
逝ゆ

か
ざ
る
奈い
か
ん何
す
べ
き
）
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
「
奈
何
」
で
も
、
目

的
語
が
な
け
れ
ば
二
字
を
そ
の
ま
ま
連
用
し
、
目
的
語
が
あ
れ
ば
二
字
が
上
下
に
分

離
す
る

―
両
者
の
相
違
が
は
っ
き
り
わ
か
る
で
し
ょ
う
。

　

も
っ
と
も
、「
如
何
」
や
「
若
何
」
が
そ
れ
ぞ
れ
上
下
に
散
じ
た
か
ら
と
い
っ
て

訓
読
が
変
わ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ち
ょ
っ
と
返
り
点
を
加
え
れ
ば
済
む
話
で
す
。

「
動
詞
性
分
離
疑
問
副
詞
」
な
る
仰
々
し
い
名
称
な
ぞ
も
の
か
は
、
た
と
え
ば
ド
イ

ツ
語
の
分
離
動
詞
が
示
す
複
雑
な
振
る
舞
い
に
比
べ
れ
ば
、
は
る
か
に
単
純
な
分
離

現
象
で
し
ょ
う
。「
如
何
」
の
前
字
「
如
」
が
切
り
離
さ
れ
て
文
末
に
現
れ
た
り
、

二
字
の
あ
い
だ
に
不
定
詞
の
標
識
が
入
り
込
ん
だ
り
、
後
字
「
何
」
が
過
去
分
詞
に

変
容
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
「
如
何
」
な
ら
「
如
何
」
が

「
如
＋
〔
目
的
語
〕
＋
何
」
と
な
る
だ
け
で
す
。

　

類
例
と
し
て
「
何
為
」
の
分
離
現
象
も
挙
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
一
般
に

「
何な

ん

為す
レ
ゾ」「
何な
に
ヲ
カ

為な
サ
ン」
と
訓
ず
る
疑
問
副
詞
で
す
が
、
や
は
り
上
下
に
分
離
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

φ

φ

φ

漢
文
訓
読
の
初
期
条
件
（
初
稿
）　
〔
下
〕

　

―
　

な
ぜ
孤
立
語
を
膠
着
語
に
変
換
で
き
た
の
か
？
　

―
　

古
田
島
洋
介＊

⑪
動
詞
性
分
離
疑
問
副
詞

　

疑
問
副
詞
に
つ
い
て
は
、
④
副
詞
の
49
〜
52
（
前
号p.1

）
で
言
及
し
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
、「
如
何
」「
若
何
」「
奈
何
」
の
よ
う
な
動
詞
性
を
帯
び
た
疑
問
副
詞
は
、

目
的
語
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
二
字
を
連
用
し
ま
す
が
、
目
的
語
が
あ
る
と
、
二

字
が
上
下
に
分
離
し
て
、
目
的
語
を
挟
み
込
む
よ
う
に
使
う
の
で
す
。

　

１７０
匡
人
其レ

如
覗

予ヲ

何　
セ
ン

？
（『
論
語
』
子
罕
）　

＊「
如
何
」
の
分
離

　
　
　

匡
き
や
う

人ひ
と

其そ

れ
予わ
れ

を
如い
か
ん何

せ
ん
？

　

１７１
吾
如
覗

有　
ル
ヲ

覗

萌　
ス
コ
ト

焉
何　
セ
ン

哉
？
（『
孟
子
』
告
子
上
）　

＊「
如
何
」
の
分
離

　
　
　

吾わ
れ

萌き
ざ

す
こ
と
有あ

る
を
如い
か
ん何
せ
ん
や
？

　

１７２
韓
・
魏
能ク

奈
覗

我ヲ

何　
セ
ン

？
（『
韓
非
子
』
難
三
）　

＊「
奈
何
」
の
分
離

φ
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明
星
大
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紀
要
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部
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日
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科
】
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九
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二
〇
二
一
年

　

漢
文
の
文
型
は
、
お
お
む
ね
英
語
の
五
文
型
に
よ
っ
て
捌
け
ま
す
。
現
代
英
語
と

異
な
り
、
主
語
の
省
略
が
利
く
点
は
、
む
し
ろ
日
本
語
と
同
じ
で
す
か
ら
、
日
本
人

に
と
っ
て
馴
染
み
や
す
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
英
語
の
五
文
型

に
従
っ
て
例
文
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

◇
第
一
文
型　
（
Ｓ
）
Ｖ

　

１７８
一
軍ハ

軍シ
巴

於
成
皐ニ
蚤

…
…
一
軍ハ

軍ス
巴

於
澠
池ニ
蚤

。（『
戦
国
策
』
趙
上
・
武
霊
王
）

　
　
　

一い
ち

軍ぐ
ん

は
成せ
い

皐か
う

に
軍ぐ
ん

し
…
…
一い
ち

軍ぐ
ん

は
澠び
ん

池ち

に
軍ぐ
ん

す
。

　

前
文
・
後
文
と
も
主
語
は
「
一
軍
」、
動
詞
は
「
軍
」。
そ
れ
ぞ
れ
に
前
置
詞

「
於
」
を
冠
し
た
副
詞
句
が
着
い
て
い
ま
す
。

　

１７９
臣
切ニ

為ニ
巴

大
王ノ
蚤

計ル

。（
同
右
）

　
　
　

臣し
ん

切せ
つ

に
大だ
い

王わ
う

の
為た
め

に
計は
か

る
。

　

主
語
は
「
臣
」、
動
詞
は
「
計
」。
両
者
の
あ
い
だ
に
副
詞
「
切
」
と
副
詞
句
「
為

大
王
」
が
割
り
込
ん
で
い
ま
す
。

◇
第
二
文
型　
（
Ｓ
）
Ｖ
Ｃ

　

１８０
今
楚ト

与と
ハ

覗

秦
為リ
巴

昆
弟
之
国
馬

（
同
右
）

　
　
　

今い
ま

楚そ

と
秦し
ん

と
は
昆こ
ん

弟て
い

の
国く
に

た
り
。

　

主
語
は
「
楚
与
秦
」、
動
詞
は
「
為
」、
補
語
が
「
昆
弟
之
国
」
で
す
。「
為　
レ
リ巴

昆
弟

φ

φ

　

１７６
如
今ヤ

人ハ

方ニ

為リ
巴

刀
俎
芭

我ハ

為リ
巴

魚
肉
馬

何ゾ

辞　
ス
ル
コ
ト
ヲ

為　
サ
ン

？
（『
史
記
』
項
羽
本
紀
）

如い

今ま

や
人ひ
と

は
方ま
さ

に
刀た
う

俎そ

た
り
、
我わ
れ

は
魚ぎ
よ

肉に
く

た
り
。
何な
ん

ぞ
辞じ

す
る
こ
と
を
為な

さ

ん
？

　

１７７
天
之
亡　

ボ
ス
ニ覗

我ヲ

、
我
何ゾ

渡　
ル
コ
ト
ヲ

為　
サ
ン

？
（
同
右
）

　
　
　

天て
ん

の
我わ
れ

を
亡ほ
ろ

ぼ
す
に
、
我わ
れ

何な
ん

ぞ
渡わ
た

る
こ
と
を
為な

さ
ん
？

　

そ
れ
ぞ
れ
「
何な
ん

為す
レ
ゾ

辞じ
セ
ン」「

何な
ん

為す
レ
ゾ

渡わ
た
ラ
ン」

と
書
い
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
す
が
、

お
そ
ら
く
は
「
何
」
と
「
為
」
で
上
下
を
挟
み
つ
け
て
動
詞
「
辞
」「
渡
」
を
強
調

し
た
表
現
な
の
で
し
ょ
う
。
前
掲
１７０
〜
１７５
と
異
な
り
、
目
的
語
（
名
詞
）
を
挟
み
つ

け
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
動
詞
の
上
下
に
「
何
為
」
を
散
じ
た
強
調
表

現
か
と
思
わ
れ
ま
）
1
（
す
。

　

こ
の
分
離
形
に
つ
い
て
は
、「
何な

ん

為す
レ
ゾ」

を
機
械
的
に
二
分
し
て
「
何な
ん

覗

Ｖ　
ス
ル
コ
ト
ヲ

為　
す
レ
ゾ」

と
訓
読
し
て
み
て
も
日
本
語
に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
「
何
」
に
常
用
訓
「
何な

ん
ゾ」

を

当
て
、「
為
」
を
「
為な

サ
ン」
と
読
み
、「
何な
ん
ゾ

Ｖ　
ス
ル
コ
ト
ヲ

為な
サ
ン」
で
収
束
を
図
る
の
が
定
石
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
訓
読
に
は
古
人
の
難
渋
し
た
末
の
工
夫
が
窺
わ
れ
る
と
言
っ

て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
結
果
と
し
て
、
返
り
点
を
持
ち
出
す
こ
と
な
く
訓
読
に
成
功
し
て
い
る

の
は
事
実
で
す
。
で
き
る
か
ぎ
り
語
順
の
転
倒
ナ
シ
に
訓
読
し
た
い

―
こ
れ
が
古

人
の
基
本
方
針
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

四　

文
法
2　

文
型

①
五
文
型



3

漢
文
訓
読
の
初
期
条
件
（
初
稿
）　
〔
下
〕　　
　

古
田
島
洋
介

蜀
・
漢
中
・
両
周
・
九
鼎
・
白
馬
之
津
」
を
伴
う
第
三
文
型
の
繰
り
返
し
で
す
。

◇
第
四
文
型　
（
Ｓ
）
Ｖ
Ｏ
Ｏ

　

１８４
荊
敢
言フ
巴

之ヲ

主ニ
馬

（『
戦
国
策
』
趙
上
・
恵
文
王
）

　
　
　

荊け
い

敢か
ん 

之こ
れ

を
主し
ゆ

に
言い

ふ
。

　

主
語
「
荊
敢
」・
動
詞
「
言
」
の
下
に
直
接
目
的
語
「
之
」
と
間
接
目
的
語
「
主
」

が
並
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
順
序
は
、
む
し
ろ
例
外
に
属
し
、
一
般
に
は
﹇
間
接
目
的

語
＋
直
接
目
的
語
﹈
の
語
順
を
取
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
直
接
目
的
語
が
た
ま
た
ま

軽
い
代
名
詞
「
之
」
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
が
文
末
に
位
置
す
る
の
を
嫌
っ
た
が
ゆ
え

の
語
序
な
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
英
語
で
〈T

om
 gave it to her.

〉
と
は
言
え

ま
す
が
、〈
＊T

om
 gave her it.

〉
と
は
言
え
な
い
の
と
似
た
よ
う
な
言
語
現
象
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
軽
い
代
名
詞
〈it

〉
を
文
末
焦
点
（end focus

）
に
置
く

の
を
避
け
る
の
と
同
じ
く
、
や
は
り
軽
い
代
名
詞
「
之
」
を
文
末
に
置
く
と
、
二
重

目
的
語
の
一
文
と
し
て
不
自
然
に
響
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
動
詞
に
下
接
す
る
二
つ
の
要
素
「
之
」
と
「
主
」
を
、
原
文
の

語
順
の
ま
ま
に
訓
読
し
て
い
る
の
は
、
た
し
か
な
事
実
で
す
。

　

１８５
李
兌
送ル
巴

蘇
子ニ

明
月
之
珠
・
和
氏
之
璧
・
黒
貂
之
裘
・
黄
金
百
鎰ヲ
馬

（
同
右
）

　
　
　

李り

兌た
い

蘇そ

子し

に
明め
い

月げ
つ

の
珠し
ゆ

・
和く
わ

氏し

の
璧へ
き

・
黒こ
く

貂て
う

の
裘き
う

・
黄わ
う

金ご
ん

百ひ
や

鎰く
い
つを

送お
く

る
。

　

こ
れ
が
第
四
文
型
の
典
型
で
す
。
動
詞
「
送
」
に
間
接
目
的
語
「
蘇
子
」
と
直
接

目
的
語
「
明
月
之
珠
…
…
黄
金
百
鎰
」
が
着
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
も
、
動
詞
に
下

接
す
る
二
つ
の
要
素
を
、
原
文
の
語
順
ど
お
り
に
訓
じ
て
い
る
さ
ま
が
看
て
取
れ
る

之
国ト
蚤

」（
昆
弟
の
国
と
為な

れ
り
）
と
訓
じ
て
も
、
文
型
に
変
化
は
生
じ
ま
せ
ん
。

　

１８１
趙
必ズ

為　
ラ
ン巴

天
下ノ

重
国
馬

（
同
右
）

　
　
　

趙て
う

必か
な
らず
天て
ん

下か

の
重ぢ
ゆ

国う
こ
くた
ら
ん
。

　

主
語
は
「
趙
」、
副
詞
「
必
」
が
割
り
込
み
、
動
詞
は
「
為
」、
補
語
が
「
天
下
重

国
」
で
す
。
こ
れ
ま
た
「
為　
ラ
ン巴

天
下ノ

重
国ト
蚤

」（
天
下
の
重
国
と
為な

ら
ん
）
と
訓
読
し

て
も
、
や
は
り
文
型
と
し
て
は
同
一
で
す
。

◇
第
三
文
型　
（
Ｓ
）
Ｖ
Ｏ

　

１８２
斉
破ル
覗

燕ヲ

。（
同
右
）

　
　
　

斉
燕
を
破
る
。

　

説
明
は
必
要
な
い
で
し
ょ
う
。
主
語
・
動
詞
・
目
的
語
が
そ
れ
ぞ
れ
一
字
か
ら
成

る
第
三
文
型
の
典
型
で
す
。

１８３
今
秦
以テ
巴

大
王
之
力ヲ
蚤

西　
ノ
カ
タ

挙ゲ
巴

巴
蜀ヲ
蚤

、
并セ
巴

漢
中ヲ
芭

東　
ノ
カ
タ

収　
メ
テ巴

両
周ヲ
芭

而
西ニ

遷シ
巴

九
鼎ヲ
芭

守ル
巴

白
馬
之
津ヲ
馬

（
同
右
）

今い
ま

秦し
ん

大だ
い

王わ
う

の
力ち
か
らを

以も
つ

て
西に
し

の
か
た
巴は
し

蜀よ
く

を
挙あ

げ
、
漢か
ん

中ち
ゆ
うを

并あ
は

せ
、
東ひ
が
しの

か

た
両り

や

周う
し
うを

収を
さ

め
て
、
西に
し

に
九き
う

鼎て
い

を
遷う
つ

し
、
白は
く

馬ば

の
津し
ん

を
守ま
も

る
。

　

少
し
長
め
の
例
文
で
す
が
、
主
語
「
秦
」
の
下
に
副
詞
句
「
以
大
王
之
力
」
が
入

っ
て
以
降
は
、
時
に
方
角
を
示
す
副
詞
「
西
」「
東
」
や
接
続
詞
「
而
」
が
現
れ
る

の
を
除
け
ば
、
す
べ
て
動
詞
「
挙
・
并
・
収
・
遷
・
守
」
が
そ
れ
ぞ
れ
目
的
語
「
巴

φ
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る
の
は
、
右
の
二
つ
、
す
な
わ
ち
「
謂
」
を
用
い
た
構
文
と
使
役
構
文
と
に
限
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
い
さ
さ
か
紛
ら
わ
し
い
例
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
ま
し
ょ
う
。

②
補
足
事
項

　

以
下
、
右
の
五
文
型
に
つ
い
て
、
三
つ
の
補
足
事
項
を
記
し
て
お
き
ま
す
。

　

一
つ
め
は
、
第
二
文
型
と
第
三
文
型
が
必
ず
し
も
截
然
と
判
別
で
き
な
い
こ
と
で

す
。
英
語
で
す
と
、
自
動
詞
を
用
い
れ
ば
第
二
文
型
、
他
動
詞
を
使
え
ば
第
三
文
型

と
割
り
切
っ
た
態
度
で
臨
め
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
漢
文
の
動
詞
は
基
本
的
に
自
動
詞

と
他
動
詞
の
区
別
が
な
い
の
で
、
第
二
文
型
と
も
第
三
文
型
と
も
解
せ
る
場
合
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
名
高
い
故
事
「
苛
政ハ

猛　
ナ
リ巴

於
虎　
ヨ
リ
モ蚤

」（
苛か

政せ
い

は
虎と
ら

よ

り
も
猛ま

う

な
り
）
に
見
え
る
次
の
一
文
で
す
。

　

１８８
壱ニ

似　
タ
リ巴

重　
ネ
テ

有ル
覗

憂ヘ

者ニ
馬

（『
礼
記
』
檀
弓
下
）

　
　
　

壱い
つ

に
重か
さ

ね
て
憂う
れ

へ
有あ

る
者も
の

に
似に

た
り
。

　

こ
こ
に
見
え
る
動
詞
「
似
」
は
、
果
た
し
て
自
動
詞
か
他
動
詞
か
？
「〈
似
る
〉

と
い
う
の
だ
か
ら
、
自
動
詞
に
決
ま
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
」
と
言
う
な
か
れ
。

「
似
る
」
を
自
動
詞
と
見
な
す
の
は
、
あ
く
ま
で
日
本
語
の
品
詞
感
覚
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
我
々
が
相
手
に
し
て
い
る
の
は
、
古
典
中
国
語
の
動
詞
「
似
」
な
の
で
す
。
た

し
か
に
、
英
語
〈look 

like

〉
を
思
い
浮
か
べ
れ
ば
、「
似
」
は
自
動
詞
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
同
じ
く
英
語
で
も
〈resem

ble

〉
に
想
い
到
れ

ば
、「
似
」
は
他
動
詞
と
も
解
せ
る
わ
け
で
す
。
結
局
、「
重
有
憂
者
」
が
第
二
文
型

の
補
語
に
当
た
る
の
か
、
そ
れ
と
も
第
三
文
型
の
目
的
語
に
相
当
す
る
の
か
は
、
不

こ
と
で
し
ょ
う
。

◇
第
五
文
型　
（
Ｓ
）
Ｖ
Ｏ
Ｃ

　

１８６
能ク

因　
リ
テ覗

敵ニ

変
化　
シ
テ

而
取ル
覗

勝ヲ

者
、
謂フ
巴

之ヲ

神ト
馬

（『
孫
子
』
虚
実
）

　
　
　

能よ

く
敵て
き

に
因よ

り
て
変へ
ん

化く
わ

し
て
勝し
よ
うを

取と

る
者も
の

、
之こ
れ

を
神し
ん

と
謂い

ふ
。

　

文
末
「
謂
之
神
」
が
﹇
動
詞
＋
目
的
語
＋
補
語
﹈
の
構
造
で
す
。
言
う
ま
で
も
な

く
、
代
名
詞
「
之
」
は
上
文
の
内
容
を
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
謂
」
の
構
文
は
、

英
語
〈call

〉
が
形
成
す
る
第
五
文
型
、
た
と
え
ば
〈W

e call him
 John.

〉
と
同

一
で
、「
之
」
を
「
神
」
と
呼
ぶ
意
で
す
。

　

１８７
敝
邑ノ

秦
王
使ム
把

臣　
ヲ
シ
テ

敢　
ヘ
テ

献ゼ
巴

書ヲ

於
大
王ノ

御
史ニ
馬

（『
戦
国
策
』
趙
上
・
武
霊
王
）

　
　
　

敝へ
い

邑い
ふ

の
秦し
ん

王わ
う

臣し
ん

を
し
て
敢あ

へ
て
書し
よ

を
大だ
い

王わ
う

の
御ぎ
よ

史し

に
献け
ん

ぜ
し
む
。

　

一
見
し
て
わ
か
る
と
お
り
、
こ
れ
は
使
役
構
文
で
す
が
、
漢
文
の
使
役
構
文
は

「
使
役
動
詞
＋
使
役
対
象
（
人
）
＋
使
役
動
作
」
の
語
順
を
取
り
、
英
語
の
使
役
構

文
、
た
と
え
ば
〈I m

ade him
 go there.

〉
と
ま
っ
た
く
同
じ
構
造
を
形
成
し
ま

す
。
こ
こ
で
は
﹇
使
役
動
詞
「
使
」
＋
使
役
対
象
「
臣
」
＋
使
役
動
作
「
献
」﹈
が

一
文
の
骨
格
を
成
し
、
そ
こ
に
副
詞
「
敢
」・
目
的
語
「
書
」・
副
詞
句
「
於
大
王
御

史
」
な
ど
が
加
わ
っ
て
い
る
と
見
な
せ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
英
語
の
使
役

構
文
が
第
五
文
型
に
属
す
る
以
上
、
漢
文
の
使
役
構
文
も
同
じ
く
第
五
文
型
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
具
体
的
に
は
﹇
主
語
「
敝
邑
秦
王
」
＋
動
詞
「
使
」
＋

目
的
語
「
臣
」
＋
補
語
「
敢
献
…
…
御
史
」﹈
と
分
析
で
き
ま
す
。

　

絶
対
に
そ
う
だ
と
は
断
言
し
か
ね
ま
す
が
、
漢
文
で
明
確
に
第
五
文
型
を
形
成
す

φ

φ
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漢
文
訓
読
の
初
期
条
件
（
初
稿
）　
〔
下
〕　　
　

古
田
島
洋
介

　

１９１
（
吾
）
見ル
派

其ノ

与と

巴

先
生
蚤

並ビ

行　
ク
ヲ杷

也
。（『
論
語
』
憲
問
）　

＊
其
＝
童
子

　
　
　
（
吾わ

れ

）
其そ

の
先せ
ん

生せ
い

と
並な
ら

び
行ゆ

く
を
見み

る
な
り
。

　
「
そ
の
童
子
が
年
長
者
と
並
ん
で
歩
い
て
い
る
の
を
見
か
け
た
こ
と
が
あ
る
」
と

の
意
で
す
。
今
、
文
型
を
考
え
る
の
に
不
要
な
副
詞
句
「
与
先
生
」・
副
詞
「
並
」

お
よ
び
文
末
助
詞
「
也
」
を
取
り
除
く
と
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
（
吾
）
見ル
巴

其ノ

行　
ク
ヲ蚤

　

一
二
点
で
挟
ま
れ
た
部
分
に
は
主
語
「
其
」
と
動
詞
「
行
」
が
備
わ
っ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
を
英
語
のthat

節
（
名
詞
節
）
と
同
等
に
見
な
せ
ば
、
そ
れ
が
動
詞

「
見
」
の
対
象
す
な
わ
ち
目
的
語
に
な
り
ま
す
か
ら
、﹇
動
詞
「
見
」
＋
目
的
語
（
名

詞
節
）「
其
行
」﹈
＝
第
三
文
型
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
で
し
ょ
う
。

　

け
れ
ど
も
、
動
詞
「
見
」
が
英
語
〈see

〉
に
当
た
る
知
覚
動
詞
で
あ
る
こ
と
に

想
い
を
致
せ
ば
、
例
の
〈I saw

 her w
alking across the street.

〉
の
ご
と
き

英
語
と
同
じ
構
文
と
も
見
な
せ
る
は
ず
で
す
。
つ
ま
り
﹇
動
詞
「
見
」
＋
目
的
語

「
其
」
＋
補
語
「
行
」﹈
＝
第
五
文
型
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。

　

漢
文
の
動
詞
に
は
時
制
が
な
く
、
ま
た
現
在
分
詞
形
に
変
化
す
る
よ
う
な
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
「
行
」
が
置
か
れ
て
い
る
だ
け
で
す
か
ら
、
果
た
し
て
第

三
文
型
な
の
か
、
そ
れ
と
も
第
五
文
型
な
の
か
、
両
者
を
判
別
す
る
に
足
る
文
法
標

識
が
存
在
し
な
い
わ
け
で
）
3
（

す
。

　

し
か
し
、
い
ず
れ
の
文
型
に
属
す
る
に
せ
よ
、
文
型
そ
の
も
の
が
要
求
す
る
返
り

読
み
は
、
動
詞
と
、
そ
れ
に
下
接
す
る
要
素
と
の
順
序
を
入
れ
換
え
る
作
業
だ
け
で

す
。
下
接
す
る
要
素
は
、
副
詞
句
（
１７８
）・
補
語
（
１８０
・
１８１
）・
目
的
語
（
１８２
・
１８３
）

な
ど
で
す
が
、
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
は
、
下
接
す
る
要
素
が
複
数
に
の
ぼ
る
第
四

分
明
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
西
欧
語
の
文
法
範
疇
を
古
典
中
国

語
に
当
て
は
め
よ
う
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
無
理
を
来
た
す
場
面
に
見
舞
わ
れ
る

わ
け
で
）
2
（
す
。

　

二
つ
め
は
、
第
二
文
型
に
お
い
て
動
詞
が
脱
落
し
、
単
に
﹇
主
語
＋
補
語
﹈（
Ｓ

Ｃ
）
と
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
で
す
。
も
っ
と
も
、「
動
詞
が
脱
落
し
」
と
い
う
言

い
方
に
は
、
語
弊
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
英
語
の
第
二
文
型
を
念
頭

に
置
け
ば
動
詞
が
脱
落
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
見
え
る
と
い
う
だ
け
の
話
で
、
そ
も

そ
も
漢
文
に
は
こ
の
よ
う
な
構
文
が
存
在
す
る
の
だ
と
捉
え
る
の
が
正
し
い
理
解
か

と
思
い
ま
す
。
例
文
を
二
つ
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

１８９
此ノ

両
者ハ

君
臣
之
分
也
。（『
戦
国
策
』
趙
上
・
武
霊
王
）

　
　
　

此こ

の
両り
や

者う
し
やは
君く
ん

臣し
ん

の
分ぶ
ん

な
り
。

　

１９０
宋
之
罪ハ

重ク

、
斉
之
怒ハ

深シ

。（『
戦
国
策
』
趙
上
・
恵
文
王
）

　
　
　

宋そ
う

の
罪つ
み

は
重お
も

く
、
斉せ
い

の
怒い
か
りは

深ふ
か

し
。

　

１８９
で
は
主
語
「
此
両
者
」
の
直
下
に
補
語
（
名
詞
）
の
「
君
臣
之
分
」
が
置
か
れ
、

１９０
で
は
主
語
「
宋
之
罪
」「
斉
之
怒
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
補
語
（
形
容
詞
）
の
「
重
」

「
深
」
が
直
結
し
て
い
ま
す
。
英
語
で
あ
れ
ば
最
低
で
も
〈be

〉
動
詞
で
主
語
と
補

語
と
を
つ
な
ぐ
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
が
、
漢
文
は
繫コ

プ
ラ辞

に
類
す
る
語
句
を
必
ず
し
も
要

し
ま
せ
ん
。
こ
の
第
二
文
型
の
変
形
﹇
Ｓ
Ｃ
﹈
は
、
本
来
の
第
二
文
型
﹇
Ｓ
Ｖ
Ｃ
﹈

よ
り
も
、
む
し
ろ
出
現
頻
度
が
高
い
く
ら
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
例
に
よ
っ
て

文
系
の
学
問
の
通
弊
、
確
た
る
統
計
に
基
づ
く
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。

　

三
つ
め
は
、
知
覚
動
詞
を
用
い
た
文
が
第
三
文
型
な
の
か
第
五
文
型
な
の
か
、
こ

れ
ま
た
動や

や

も
す
れ
ば
不
分
明
に
陥
る
こ
と
で
す
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
九
号　

二
〇
二
一
年

＊
１９２
魏
敗ル
覗

楚ヲ
巴

於
陘
山ニ
馬

　
　
　
　

魏ぎ 

陘け
い

山ざ
ん

に
楚そ

を
敗や
ぶ

る
。

　

要
す
る
に
、
動
詞
の
下
に
複
数
の
要
素
が
並
ん
だ
と
し
て
も
、
返
り
点
を
最
低
限

に
抑
え
よ
う
と
す
る
の
が
訓
読
の
際
立
っ
た
特
徴
だ
と
考
え
て
宜
し
い
で
し
ょ
う
。

＊
１８４
・
＊

１８５
に
比
べ
れ
ば
、
１８４
・
１８５
の
ほ
う
が
返
り
点
は
簡
略
で
す
し
、
そ
の
関
係

は
＊

１９２
と
１９２
に
つ
い
て
も
同
じ
で
す
。
漢
文
訓
読
と
い
う
と
、
何
か
に
つ
け
て
返
り

点
が
脚
光
を
浴
び
ま
す
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
返
り
点
は
必
要
最
低
限
で
済
ま
せ
よ
う

と
す
る
の
が
、
い
わ
ば
《
返
り
点
の
経
済
性
》
こ
そ
が
訓
読
の
特
徴
な
の
で
す
。

③
文
型
の
基
本

　

さ
て
、
英
語
の
五
文
型
に
基
づ
い
て
、
漢
文
の
文
型
を
考
え
て
き
ま
し
た
が
、
最

後
に
、
文
型
に
つ
い
て
絶
対
に
見
の
が
せ
な
い
点
を
一
つ
指
摘
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
は
、
五
文
型
を
改
め
て
見
渡
せ
ば
容
易
に
気
づ
く
こ
と
で
す
が
、
い
ず
れ
の
文

型
も
﹇
主
部
＋
述
部
﹈
の
構
造
か
ら
成
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
英
語
と
同
じ
く
、
漢

文
の
中
核
を
成
す
の
は
第
三
文
型
で
、
た
し
か
に
﹇
動
詞
＋
目
的
語
﹈
の
部
分
は
、

日
本
語
の
﹇
目
的
語
＋
動
詞
﹈
と
語
順
が
異
な
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
返
り
点
に
よ

っ
て
語
序
を
組
み
換
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
大
づ
か
み
に
見
れ
ば
、
第

三
文
型
と
て
﹇
主
部
＋
述
部
﹈
と
い
う
構
成
で
あ
り
、
こ
の
点
で
は
日
本
語
と
同
じ

構
造
だ
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

も
し
漢
文
が
、
た
と
え
ば
ア
ラ
ビ
ア
語
の
よ
う
に
﹇
Ｖ
Ｓ
Ｏ
﹈
構
造
を
基
本
と
し

て
い
た
ら
、
果
た
し
て
ど
う
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
）
4
（

か
？

最
低
で
も
﹇
Ｖス
巴

Ｓ
Ｏヲ
蚤

﹈

の
ご
と
き
語
順
変
換
が
必
要
と
な
り
、
煩
わ
し
い
こ
と
此
の
上
な
い
。
そ
も
そ
も
述

部
が
主
部
の
上
下
に
ば
ら
け
て
い
る
の
で
は
、
一
文
ご
と
に
構
文
感
覚
を
逆
撫
で
さ

φ

文
型
で
す
。
我
々
は
す
で
に
訓
読
に
馴
染
ん
で
久
し
い
の
で
、
１８４
・
１８５
の
訓
読
に
何

か
著
し
い
特
徴
を
感
じ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
も
、
訓
読
が
意
味
の
表

出
を
旨
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
訓
読
も
可
能
な
は
ず
で
す
。

＊
１８４
荊
敢
言フ
覗

之ヲ
覗

主ニ
馬

　
　
　
　

荊け
い

敢か
ん

主し
ゆ

に
之こ
れ

を
言い

ふ
。

＊
１８５
李
兌
送ル
把

蘇
狽

子ニ

明
月
之
珠
・
和
氏
之
璧
・
黒
貂
之
裘
・
黄
金
百
鎰ヲ
馬

　
　
　
　

李り

兌た
い

明め
い

月げ
つ

の
珠し
ゆ

・
和く
わ

氏し

の
璧へ
き

・
黒こ
く

貂て
う

の
裘き
う

・
黄わ
う

金ご
ん

百ひ
や

鎰く
い
つを
蘇そ

子し

に
送お
く

る
。

　

日
本
語
は
、
一
般
に
助
詞
ヲ
格
で
直
接
目
的
語
を
、
助
詞
ニ
格
で
間
接
目
的
語
を

表
せ
ま
す
か
ら
、
両
者
の
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て
も
、
意
味
の
表
出
に
は
何
ら
差
し

支
え
な
い
は
ず
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
＊

１８４
・
＊

１８５
の
よ
う
な
訓
読
は
絶
対
に
許

さ
れ
ま
せ
ん
。
必
ず
前
掲
１８４
・
１８５
の
ご
と
く
訓
読
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
原
則
を
一
般
化
し
て
言
え
ば
、「
動
詞
に
下
接
す
る
複
数
の
要
素
は
、
そ
の
順

序
を
入
れ
換
え
る
こ
と
な
く
、
原
文
の
語
順
の
ま
ま
上
か
ら
下
へ
と
訓
読
し
て
動
詞

に
返
す
」
と
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
原
則
は
、
た
と
え
ば
第
三
文
型
で
目
的
語
の
下

方
に
副
詞
句
が
着
い
た
場
合
で
も
堅
持
さ
れ
ま
す
。

　

１９２
魏
敗ル
巴

楚ヲ

於
陘
山ニ
馬

（『
戦
国
策
』
趙
上
・
武
霊
王
）

　
　
　

魏ぎ 

楚そ

を
陘け
い

山ざ
ん

に
敗や
ぶ

る
。

　

目
的
語
「
楚
」
と
副
詞
句
「
於
陘
山
」
を
原
文
の
語
序
ど
お
り
に
訓
読
し
て
か
ら

動
詞
「
敗
」
に
返
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
左
の
よ
う
に
訓
読
す
る
こ
と
は
あ
り
得
ま

せ
ん
。

φ
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漢
文
訓
読
の
初
期
条
件
（
初
稿
）　
〔
下
〕　　
　

古
田
島
洋
介

　

こ
の
借
用
の
決
意
、
そ
し
て
、
そ
の
実
践
こ
そ
が
、
漢
文
訓
読
へ
と
向
か
う
た
め

の
土
台
と
な
っ
た
の
で
し
た
。
江
戸
時
代
後
期
、
オ
ラ
ン
ダ
語
に
対
し
て
訓
読
ま
が

い
の
試
み
が
実
践
さ
れ
、
幕
末
〜
明
治
初
期
に
は
、
英
語
を
訓
読
し
よ
う
と
す
る
試

み
も
あ
り
ま
し
）
5
（
た
。
ま
た
、
森
鷗
外
が
ド
イ
ツ
語
を
訓
読
し
て
み
せ
た
例
も
前
々
号

（pp.4︲7

上
）
で
紹
介
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
も
言
語
現
象
と
し
て
興
味

深
い
と
は
い
え
、
結
局
は
習
慣
と
し
て
定
着
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本

人
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
・
英
語
ま
た
は
ド
イ
ツ
語
に
よ
っ
て
日
本
語
を
書
き
表
そ
う
と

は
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
西
欧
語
に
ど
れ
ほ
ど
語
順
変
換
を
ほ
ど
こ
し
て
も
、

日
本
語
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
語
の
表
記
手
段
と
し
て
選
び
取
っ
た
漢
文
で
あ
れ

ば
こ
そ
、
語
順
の
組
み
換
え
に
よ
っ
て
、
そ
れ
な
り
に
日
本
語
と
し
て
成
立
し
た
の

で
す
。
実
際
に
は
「
選
び
取
っ
た
」
わ
け
で
は
な
く
、
必
要
に
迫
ら
れ
て
「
自
ら
つ

か
み
に
ゆ
く
」
し
か
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
。

　

た
だ
し
、
返
り
点
を
案
出
し
、
漢
文
の
語
順
を
変
換
し
た
だ
け
で
は
、
日
本
語
に

な
り
ま
せ
ん
。
孤
立
語
の
漢
文
を
膠
着
語
の
日
本
語
に
す
る
た
め
に
は
、
日
本
語
な

り
の
膠
着
要
素
を
加
え
な
け
れ
ば

0

0

0

0

0

0

な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
が
肝
腎
な
と
こ
ろ
で
、
加
え

0

0

る0

作
業
に
よ
っ
て
日
本
語
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
漢
文
が

孤
立
語
で
あ
っ
た
と
い
う
僥
倖
に
恵
ま
れ
た
が
ゆ
え
だ
と
考
え
ま
す
。
も
し
漢
文
が

屈
折
語
、
日
本
語
が
孤
立
語
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
漢
文
の
語
形
変
化
が
示
す
語
尾
そ

の
他
の
要
素
を
出
く
わ
す
た
び
に
削
り
取
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
甚
だ
厄
介
な
作
業
に
な

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
日
の
英
語
は
、
西
欧
語
の
な
か
で
例
外
的
と
言
っ
て
も
よ

い
く
ら
い
に
屈
折
変
化
が
衰
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
人
称
代
名
詞
に
〈I-m

y-
m

e
〉
の
よ
う
な
格
変
化
が
残
っ
て
い
ま
す
し
、
た
と
え
ば
動
詞
〈learn

〉
に

〈-ing
〉
を
加
え
て
現
在
分
詞
ま
た
は
動
名
詞
〈learning

〉
と
し
、〈-ed

〉
を
加
え

て
過
去
形
ま
た
は
過
去
分
詞
形
〈learned

〉
と
す
る
よ
う
な
操
作
は
、
当
然
の
ご

と
く
に
実
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
者
な
ら
ば
、〈-ing

〉
や
〈-ed

〉
を
消
去
し
て
中

れ
て
い
る
よ
う
で
、
ど
れ
ほ
ど
慣
れ
親
し
ん
で
も
違
和
感
が
拭
い
去
れ
な
い
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
は
、
漢
文
と
同
じ
く
﹇
Ｓ
Ｖ
Ｏ
﹈
構
造
を
基
本
と
す

る
英
語
に
も
当
て
は
ま
る
事
情
で
す
。
今
日
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、

と
も
か
く
も
日
本
人
が
こ
ぞ
っ
て
英
語
の
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
英
語
の

﹇
主
部
＋
述
部
﹈
と
い
う
構
造
に
多
か
れ
少
な
か
れ
安
心
感
を
抱
い
て
い
る
か
ら
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

と
に
か
く
文
頭
の
あ
た
り
に
主
語
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
予

想
し
て
い
れ
ば
こ
そ
、
す
っ
と
文
章
に
入
っ
て
ゆ
け
る

―
こ
の
心
理
的
効
果
は
、

決
し
て
小
さ
く
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

五　

ま
と
め

　

こ
こ
ま
で
、
あ
れ
や
こ
れ
や
漢
文
の
性
質
を
観
察
し
、
そ
れ
を
訓
読
す
る
さ
い
の

特
徴
を
も
調
べ
て
き
ま
し
た
。
十
分
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
な
ぜ
漢
文
す
な
わ
ち

古
典
中
国
語
と
い
う
孤
立
語
を
、
訓
読
な
る
作
業
を
通
じ
て
、
日
本
語
と
い
う
膠
着

語
に
変
換
で
き
た
の
か

―
そ
の
初
期
条
件
は
、
あ
ら
か
た
明
示
で
き
た
も
の
と
思

い
ま
す
。

　

ま
ず
出
発
点
と
し
て
重
要
な
の
は
、
日
本
人
が
漢
文
に
使
わ
れ
て
い
る
文
字=

漢
字
を
用
い
て
、
自
ら
の
言
語
た
る
日
本
語
を
書
き
表
そ
う
と
決
意
し
た
こ
と
で
す
。

む
ろ
ん
、
こ
の
借
用
の
決
意
は
、
文
字
と
し
て
の
漢
字
に
と
ど
ま
ら
ず
、
語
彙
と
し

て
の
漢
語
に
も
及
び
ま
し
た
。
幸
い
に
も
漢
字
は
表
意
文
字
（
表
語
文
字
）
で
し
た

の
で
、
そ
の
意
味
に
相
当
す
る
日
本
語
を
割
り
当
て
る
作
業
、
す
な
わ
ち
訓
読
み
が

徐
々
に
発
達
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
漢
語
に
慣
れ
る
に
つ
れ
、
そ
の
ま
ま
音
読

み
し
た
だ
け
で
も
意
味
が
了
解
で
き
る
借
用
語
彙
も
増
え
て
ゆ
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
音
読
み
・
訓
読
み
を
用
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
漢
字
・
漢
語
が
発
音
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
わ
け
で
す
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
九
号　

二
〇
二
一
年

ば
、
た
ぶ
ん
両
者
は
鶏
と
卵
の
関
係
に
同
じ
く
、
そ
う
と
意
識
し
た
と
き
に
は
、
す

で
に
両
者
が
存
在
し
て
い
た
の
が
実
情
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

も
っ
と
も
、
漢
文
が
日
本
語
に
変
換
す
る
に
は
手
に
餘
る
よ
う
な
性
質
を
備
え
て

い
た
と
す
れ
ば
、
膠
着
要
素
を
加
え
て
事
足
れ
り
と
は
ゆ
か
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
た
幸
い
な
こ
と
に
、
漢
文
に
は
日
本
語
と
の
共
通
点
も
多
く
、
何

か
と
処
理
に
融
通
が
利
い
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

漢
文
の
名
詞
に
は
、
単
数
・
複
数
な
ど
の
区
別
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
小
う
る
さ
く

冠
詞
が
附
き
ま
と
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
男
性
名
詞
だ
の
女
性
名
詞
だ
の
、
文
法

性
も
な
い
う
え
、
与
格
・
対
格
は
も
と
よ
り
、
主
格
・
所
有
格
な
ど
の
格
変
化
も
見

ら
れ
ま
せ
ん
。
動
詞
に
も
時
制
が
な
く
、
完
了
・
未
完
了
の
標
識
が
添
え
ら
れ
る
こ

と
も
な
く
、
現
在
分
詞
や
過
去
分
詞
も
存
在
せ
ず
、
条
件
法
・
接
続
法
な
ど
の
法
も

存
在
し
ま
せ
ん
。
形
容
詞
は
変
化
せ
ず
、
比
較
級
・
最
上
級
な
ど
も
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
す
が
に
前
置
詞
は
、
日
本
語
に
存
在
し
な
い
品
詞
で
す
の
で
、
附
属
す
る
名
詞
か

ら
返
読
す
る
必
要
が
生
じ
ま
す
が
、
品
詞
と
し
て
返
り
読
み
を
要
求
す
る
の
は
、
こ

の
前
置
詞
に
加
え
、「
難が

た
シ覗

Ｖシ

」「
易や
す
シ覗

Ｖシ

」
の
よ
う
な
一
部
の
形
容
詞
だ
け
で
す
。
ま

さ
し
く
漢
文
は
「
無
い
な
い
尽
く
し
」、
手
前
勝
手
な
見
方
を
す
れ
ば
、
膠
着
要
素

が
附
け
加
わ
る
の
を
待
ち
望
ん
で
い
た
よ
う
な
景
色
に
さ
え
映
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
漢
文
に
関
係
代
名
詞
が
な
い
の
は
幸
い
で
し
た
。
今
日
、
我
々
が
英

語
の
関
係
代
名
詞
に
悩
ま
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
殊
に
翻
訳
の
さ
い
に
何
か
と
手
こ

ず
る
の
は
、
誰
も
が
認
め
る
事
実
で
し
ょ
う
。
い
わ
ゆ
る
関
係
節
は
、
先
行
詞
＝
名

詞
に
対
す
る
後
位
形
容
詞
語
群
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
日
本
語
で
は
、
名

詞
に
前
置
す
る
前
位
形
容
詞
語
群
し
か
許
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
つ
い
関
係
節
を
訳
し

て
先
行
詞
＝
名
詞
の
修
飾
語
句
に
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
関
係
節
が
短
け
れ
ば
、

そ
の
常
套
手
段
で
も
片
が
つ
き
ま
す
が
、
た
ま
た
ま
関
係
節
が
長
か
っ
た
り
す
る
と
、

肝
腎
の
先
行
詞
＝
名
詞
に
た
ど
り
つ
く
ま
で
多
く
の
字
数
を
要
し
、
日
本
語
と
し
て
、

核
概
念
〈learn

〉
を
取
り
出
せ
ま
す
が
、
前
者
〈I-m

y-m
e

〉
か
ら
中
核
概
念
〈I

〉

を
取
り
出
す
と
な
れ
ば
、〈m

y

〉
も
〈m

e

〉
も
そ
れ
ぞ
れ
二
字
を
丸
ご
と
取
り
消

し
、
改
め
て
〈I

〉
を
書
き
込
む
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
動
詞
に
し
て
も
、

〈learn

〉
の
よ
う
な
規
則
動
詞
な
ら
ば
ま
だ
し
も
、
不
規
則
動
詞
、
た
と
え
ば

〈speak

〉
と
な
る
と
、
過
去
形
〈spoke

〉
な
ら
ば
〈-oke

〉
三
字
を
、
過
去
分
詞

形
〈spoken

〉
な
ら
ば
〈-oken

〉
四
字
を
消
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
〈-eak

〉
に
書
き

換
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
よ
う
な
煩
わ
し
い
作
業
を
実

行
す
る
人
が
い
る
は
ず
も
な
く
、
実
際
は
〈spoke

〉
は
〈speak

〉
の
過
去
形
、

〈spoken

〉
は
〈speak

〉
の
過
去
分
詞
形
と
記
憶
し
て
済
ま
せ
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
う
し
た
削
除
を
伴
う
作
業
ナ
シ
に
漢
文
に
臨
め
た
の
は
、
実
に
幸
運
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
図
式
化
し
て
示
せ
ば
、
我
々
は
１９３
の
ご
と
き
「
引
き
算
」
を
含
む
厄
介

な
操
作
で
は
な
く
、
１９４
の
よ
う
な
「
足
し
算
」
の
操
作
で
漢
文
と
い
う
孤
立
語
に
臨

む
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

１９３
屈
折
語
（
西
欧
語
）

－

屈
折
要
素
＋
書
き
換
え
／
↓
翻
訳
＝
膠
着
語
（
日
本

語
）

　

１９４
孤
立
語
（
漢
文
）
＋
膠
着
要
素
＝
膠
着
語
（
日
本
語
）

　

で
は
、
漢
文
に
加
え
る
べ
き
膠
着
要
素
は
何
か
？ 

こ
れ
は
、
今
な
お
我
々
が

「
送
り
仮
名
」
と
称
し
て
漢
文
に
附
け
て
い
る
活
用
語
尾
や
助
詞
・
助
動
詞
の
類
を

指
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
宣
命
体
の
成
立
と
と
も
に
、
日
本
人
は
漢
文
に
何
を
加

え
れ
ば
日
本
語
に
な
る
の
か
、
明
確
に
意
識
し
た
も
の
と
考
え
ま
）
6
（

す
。
宣
命
体
を
発

案
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
漢
文
に
附
け
る
べ
き
膠
着
要
素
に
気
づ
い
た
の
か
、
そ
れ
と

も
、
漢
文
に
添
え
る
べ
き
膠
着
要
素
が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
宣
命
体
が
生
ま
れ
た

の
か
、
両
者
の
先
後
関
係
は
判
然
と
し
ま
せ
ん
が
、
当
て
推
量
を
許
し
て
も
ら
え
れ
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漢
文
訓
読
の
初
期
条
件
（
初
稿
）　
〔
下
〕　　
　

古
田
島
洋
介

る
と
い
う
話
に
と
ど
ま
り
、
実
際
に
漢
文
に
関
係
代
名
詞
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
関
係
代
名
詞
〈w

ho

〉
を
補
う
の
は
、
あ
く
ま
で
も
解
釈
上
の
便
法
に

す
ぎ
な
い
の
で
す
。

　

な
お
、
誤
解
の
な
い
よ
う
言
い
添
え
て
お
け
ば
、
漢
文
は
孤
立
語
ゆ
え
に
関
係
代

名
詞
が
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
く
孤
立
語
で
も
、
た
と
え
ば
タ

イ
語
に
は
、
関
係
代
名
詞
が
存
在
し
ま
す
。
便
宜
上
、
分
か
ち
書
き
し
て
発
音
記
号

を
添
え
、
相
当
す
る
英
単
語
を
示
せ
ば

―

　

１９７กาเเฟ　
　

ท
ี่　

　
　
　

เขา　
　

ฃื้
อ　

　

มา　
　
　

น
ี ้　

　
　

อร่อย　
　

ด.ี

　
　

kaafɛɛ　

thîi　
　
　kháw

　sɯ́
ɯ

　

m
aa　

　

níi　
　

arɔ̀y　
　dii.

　
　

coffee　

 w
hich　

 he　
　

buy　

 com
e　

 this　

 good　

 very

　

直
訳
は
「
彼
が
買
っ
て
き
た
こ
の
コ
ー
ヒ
ー
は
、
と
て
も
お
い
し
い
」。
一
見
し

て
わ
か
る
と
お
り
、
先
行
詞
（
名
詞
）
の
〈กาเเฟ

〉（
コ
ー
ヒ
ー
）
に
、
関
係
代
名

詞
〈ท

ี่

〉
に
導
か
れ
た
関
係
節
〈ท

ี่ เขา ฃ
ื ้อ มา

〉（
彼
が
買
っ
て
き
た
）
が
着
い
て
い
ま

す
。
孤
立
語
で
も
、
こ
の
よ
う
に
関
係
代
名
詞
を
有
す
る
言
語
は
、
現
に
存
在
す
る

わ
け
で
す
。
漢
文
に
関
係
代
名
詞
が
な
か
っ
た
こ
と
は
、
や
は
り
一
つ
の
幸
運
で
あ

っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

文
型
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
論
じ
ま
し
た
の
で
、
贅
言
を
費
や
す
必
要
は
な
い
で

し
ょ
う
。
日
本
語
の
語
順
に
変
換
す
る
に
は
、
動
詞
と
そ
の
下
接
要
素
を
返
り
点
で

組
み
換
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
下
接
す
る
要
素
が
複
数
に
及
ぶ
と
き
、

決
し
て
そ
の
複
数
の
要
素
を
返
読
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
複
数
の
要
素
は
、
原

文
に
記
さ
れ
た
語
順
ど
お
り
上
か
ら
下
へ
と
読
み
下
す
だ
け
で
す
。
そ
の
分
、
返
り

点
が
簡
略
化
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
敢
え
て
《
返
り
点
の
経
済
性
》
と
名
づ
け
て

み
ま
し
た
。
漢
文
と
聞
く
と
、
す
ぐ
に
返
り
点
を
想
い
起
こ
す
向
き
が
多
い
か
と
思

（
7
）

誤
り
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
悪
文
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
高
く
、
な
か
な
か

苦
労
す
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
幸
運
に
も
、
漢
文
に
は
関
係
代
名
詞
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

関
係
代
名
詞
を
補
う
と
意
味
が
わ
か
り
や
す
く
な
る
漢
文
は
存
在
し
ま
す
。
前
々

号
（p.12

下
）
で
掲
げ
た
有
名
な
一
文
を
再
掲
し
て
み
る
と

―

　

07
有リ
覗

朋
自よ
リ

巴

遠
方
蚤

来　
タ
ル、
不
巴

亦タ

楽　
シ
カ
ラ蚤

乎や

。（『
論
語
』
学
而
）

　
　
　

朋と
も

有あ

り
、
遠ゑ
ん

方ぱ
う

よ
り
来き

た
る
、
亦ま

た
楽た
の

し
か
ら
ず
や
。

　

注
目
し
て
ほ
し
い
の
は
、
上
六
字
で
す
。
こ
の
一
句
は
、
中
国
語
の
文
法
で
兼
語

式
と
呼
ば
れ
る
構
造
で
、
便
宜
上
、
副
詞
句
「
自
遠
方
」
は
取
り
除
い
て
考
え
ま
す
。

よ
く
よ
く
見
れ
ば
、
名
詞
「
朋
」
が
上
接
す
る
動
詞
「
有
」
の
目
的
語
（
意
味
上
は

主
語
）
で
あ
る
と
同
時
に
、
下
接
す
る
動
詞
「
来
」
の
主
語
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
く
で
し
ょ
う
。「
朋
」
が
上
に
対
し
て
目
的
語
、
下
に
対
し
て
主
語
と
、
二

つ
の
文
法
機
能
を
兼
ね
て
い
る
の
で
、
兼
語
式
と
呼
ぶ
わ
け
で
す
。
こ
う
し
た
兼
語

式
に
つ
い
て
は
、「
朋
」
の
直
下
に
主
格
の
関
係
代
名
詞
〈w

ho
〉
を
補
う
と
意
味

が
は
っ
き
り
し
ま
す
。

　

１９５
有リ
覗

朋
〔w

ho

〕
自よ
リ

巴

遠
方
蚤

来　
タ
ル

　

さ
ら
に
、
一
般
形
で
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

１９６
有
Ｎ
〔w

ho

〕
Ｖ
＝
Ｖ
す
る
Ｎ
が
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
右
の
よ
う
に
関
係
代
名
詞
を
措
定
す
れ
ば
意
味
が
わ
か
り
や
す
く
な
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
九
号　

二
〇
二
一
年

実
に
近
い
捉
え
方
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
2
）　

私
見
で
は
、「
似
」
の
下
に
前
置
詞
の
類
（
た
と
え
ば
「
於
」「
乎
」
な
ど
）
が
記
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
、
便
宜
上
「
似
」
を
他
動
詞
と
見
な
し
、
形
式
的
に
第
三
文
型
と
割
り
切
っ
て
し
ま
え
ば
よ
い

と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
に
し
て
お
け
ば
、
実
例
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
即
応
で
き
る
。

　

・
行
有
餘
力
則
以
学
文
（『
論
語
』
学
而
）

　
　
　

↓
「
学
」
と
「
文
」
が
直
結
し
て
い
る
の
で
「
学
」
は
他
動
詞
。

　

・
君
子
博
学
於
文
（『
論
語
』
雍
也
・
顔
淵
）

　
　
　

↓
「
学
」
が
前
置
詞
「
於
」
を
介
し
て
「
文
」
と
結
ば
れ
て
い
る
の
で
「
学
」
は
自
動
詞
。

（
3
）　

ち
な
み
に
、『
論
語
』
の
英
訳
五
種
は
、
１９１
を
次
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
。
第
三
文
型
の
訳
文
は

Legge

の
み
。
他
の
四
者
は
、
す
べ
て
知
覚
動
詞
構
文
す
な
わ
ち
第
五
文
型
を
用
い
て
い
る
。

　

・Jam
es Legge, 1991: I observe that he w

alks shoulder to shoulder w
ith his 

elders.

　

・D
.C.Lau, 1979: I have seen him

 presum
e...to w

alk abreast his seniors.

　

・Chichung H
uang, 1997: I saw

 him
 w

alking side by side w
ith his elders.

　

・Burton W
atson, 2007: Iʼve...seen him

 w
alk shoulder to shoulder w

ith his elders.

　

・A
nnping Chin, 2014: I have seen this boy...w

alking abreast of his elders.

　

右
の
英
訳
五
種
の
詳
し
い
書
誌
情
報
は
、
前
々
号p.26

上
・
注
（
5
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
4
）　

こ
こ
に
い
う
ア
ラ
ビ
ア
語
は
、
い
わ
ゆ
る
正
則
ア
ラ
ビ
ア
語
（
フ
ス
ハ
ー
）
を
指
す
。

（
5
）　

オ
ラ
ン
ダ
語
お
よ
び
英
語
の
訓
読
に
つ
い
て
は
、
拙
文
「
漢
文
訓
読
と
英
文
解
釈
　

―
　

〈
英
文
訓

読
〉
宿
命
論
」
／
川
本
皓
嗣
・
井
上
健
﹇
編
﹈『
翻
訳
の
方
法
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七

年
）
一
九
七
〜
二
一
五
頁
を
参
照
。

（
6
）　

宣
命
体
に
つ
い
て
は
、
本
来
な
ら
ば
前
々
号
に
お
い
て
論
ず
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
今
な
お
考
え
の

熟
さ
ぬ
点
が
残
る
た
め
、
本
稿
を
含
む
一
連
の
拙
文
で
は
扱
え
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
後
考
を

期
す
。

（
7
）　

こ
の
タ
イ
語
の
例
文
１９７
は
、
吉
田
英
人
『
ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
タ
イ
語
』（
三
修
社
、
二
〇
一
四
年
）

一
二
一
頁
の
用
例
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
借
用
し
た
。
タ
イ
語
は
﹇
被
修
飾
語
＋
修
飾
語
﹈
の
語
順
を
取

り
、
主
語
〈กาเเฟ

〉（
コ
ー
ヒ
ー
）
に
形
容
詞
〈อร่อย

〉（
お
い
し
い
）
が
補
語
と
し
て
着
く
場
合
、
英

語
の
〈be

〉
動
詞
に
相
当
す
る
繫
辞
の
類
は
必
要
と
し
な
い
。
こ
の
点
で
、
１９７
は
、
漢
文
の
第
二

文
型
の
変
形
た
る
﹇
Ｓ
Ｃ
﹈
構
文
に
似
る
。

＊
本
稿
の
漢
字
は
、
常
用
字
体
を
原
則
と
し
た
。

＊
本
稿
を
以
て
、
第
二
十
七
号
よ
り
続
け
て
き
た
「
漢
文
訓
読
の
初
期
条
件
」
に
関
す
る
考
察
を
ひ

と
ま
ず
終
了
す
る
。

φ

い
ま
す
。
た
し
か
に
、
語
順
の
転
倒
を
指
示
す
る
返
り
点
は
、
漢
文
訓
読
の
最
も
目

立
つ
特
徴
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
返
り
点
に
は
、
な
る
べ
く
簡
略
に
済
ま
せ
、

必
要
最
小
限
に
抑
え
よ
う
と
す
る
意
図
が
働
い
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
《
返
り
点
の

経
済
性
》
は
、
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
訓
読
の
特
徴
だ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

　

以
上
を
要
せ
ば
、
漢
文
に
は
日
本
語
に
変
換
す
べ
く
種
々
の
有
利
な
条
件
が
備
わ

っ
て
い
た
、
ま
た
、
そ
れ
を
受
け
と
め
る
訓
読
と
い
う
作
業
に
も
、
日
本
語
に
変
換

す
る
た
め
の
労
力
が
最
低
限
で
済
む
よ
う
省
力
化
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
た
、
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
世
に
は
、
他
の
外
国
語
と
は
異
な
り
、
漢
文
に
つ
い
て
だ

け
訓
読
と
い
う
特
殊
な
方
法
を
用
い
る
の
は
怪
し
か
ら
ん
と
す
る
意
見
が
あ
り
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
は
、
漢
文
が
対
象
で
あ
れ
ば
こ
そ
訓
読
と
い
う
方
法
が
可
能

で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
正
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

誤
解
を
恐
れ
ず
に

言
え
ば
、
漢
文
に
は
訓
読
に
よ
る
接
近
を
許
す
だ
け
の
必
然
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
た

の
で
す
。
そ
れ
を
確
実
に
剔え

ぐ

り
出
し
、
現
に
実
践
し
て
み
せ
た
の
が
訓
読
と
い
う
営

為
で
し
た
。
こ
の
稀
に
見
る
貴
重
な
言
語
現
象
を
何
と
か
末
永
く
承
け
継
い
で
ゆ
き

た
い
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。

【
注
】

（
1
）　

多
久
弘
一
・
瀬
戸
口
武
夫
『
漢
文
解
釈
辞
典
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
八
年
）
二
四
〇
〜
二
四

一
頁
は
、
１７７
「
何
渡
為
」
に
つ
い
て
、
も
と
「
何ゾ

為　
サ
ン覗

渡　
ル
コ
ト
ヲ」

を
強
調
表
現
と
す
べ
く
﹇
動
詞
「
為
」

＋
目
的
語
「
渡
」﹈
を
倒
置
し
、
か
つ
倒
置
の
標
識
「
之
」
を
入
れ
た
「
何ゾ

渡　
ル
コ
ト
ヲ

之レ

為　
サ
ン」（
何な
ん

ぞ
渡わ
た

る
こ
と
を
之こ

れ
為な

さ
ん
）
を
想
定
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
倒
置
の
標
識
「
之
」
を
省
略
し
た
の
が

「
何ゾ

渡　
ル
コ
ト
ヲ

為　
サ
ン」

で
あ
る
と
説
く
。
け
れ
ど
も
、
入
れ
た
は
ず
の
倒
置
の
標
識
「
之
」
を
省
く
と
い
う

手
順
に
不
自
然
さ
が
感
じ
ら
れ
、
そ
も
そ
も
原
形
を
「
何ゾ

為　
サ
ン覗

渡　
ル
コ
ト
ヲ」
と
措
定
す
る
の
は
、
最
終
的

に
訓
法
と
し
て
定
ま
っ
た
「
渡　
ル
コ
ト」

と
い
う
名
詞
性
に
引
き
ず
ら
れ
た
結
果
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

私
見
に
よ
れ
ば
、「
何
渡
為
」
は
、
あ
く
ま
で
「
何な
ん

為す
レ
ゾ

渡わ
た
ラ
ン」

の
動
詞
「
渡
」
を
強
調
す
べ
く
「
何
」

と
「
為
」
で
上
下
を
挟
ん
だ
表
現
で
、「
渡　
ル
コ
ト」
の
ご
と
く
「
渡
」
に
名
詞
性
を
附
与
す
る
の
は
、
単

な
る
訓
読
上
の
便
法
に
す
ぎ
な
い
。
１７０
〜
１７５
で
「
如
何
」「
奈
何
」「
若
何
」
な
ど
に
見
ら
れ
た
よ
う

な
分
離
に
よ
る
挟
み
つ
け
の
語
感
が
「
何
為
」
に
も
発
揮
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
、
最
も
素
直
で
事


